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鼈
蘇
春
会
だ
ょ
■

平
成

３０
年
度
総
会

が
開

か
れ
ま
し
た

１
．
主
な
決
定
事
項

１１１
　
新
役
員

名
誉
顧
間
　
　
黒
田
長
高

会
長
　
　
　
　
山
崎
　
拓

顧
問
　
　
　
　
鈴
木
襄
二

副
会
長
　
　
　
毛
屋
嘉
明

５
月
２７
日
Ｈ
時
か
ら
鳥
飼
八
幡
宮
参
集
殿
で
、
総

会
が
３
名

の
協
賛
会
員
を
含
め
総
数
６３
名

の
出
席
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
崎
会
長
が
冒
頭
、
「協
賛
企
業

・
団
体
は
５０
社

・

団
体
と
な
り
、
日
標
を
達
成
し
た
。
今
年
度
は
協
賛

企
業

・
団
体

の
期
待
と
要
請
を
受
け
、
黒
田
家
歴
代

藩
主

の
顕
彰
と
会
員

の
研
鑽
を
従
前
通
り
、
新
た
に

文
化
事
業
を
通
じ
て
社
会
的
な
使
命
に
応
え
る
よ
う

に
し
た
い
。
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
決
算

の
承
認

の
後
、
毛
屋
副
会
長
は
３０
年

度
基
本
方
針
説
明
の
中
で
、
中
長
期
計
画
と
し
て
５

年
後

の
長
政
公
４
０
０
回
遠
忌

の
執
行
、
そ
の
た
め

の
基
金

の
積
み
増
し
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
反
映
し
た
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
議
案
書
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員

の
選
出
で
は
、
本
下
正
監
事

の
退
任
と

新
役
員

２
名

（岳
康
宏
氏
、
郡
基
博
氏
）
が
選
出
さ

れ
て
、
１２
時
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

３０
年
度
の
役
員
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

山崎 拓 会長

事
務
局
長

事
務
局
総
務
研
修
広
報
会
計

理
　
　
事

監

　

事

事
務
局
員

田
島
満
行

西
日
経
敏

田
中
崇
和

天
本
孝
久

浜
田
泰
祐

原
　
俊
樹

高
倉
照
失

三
野
原
信
二

郡
　
基
博

馬
頭
徹
夫

松
尾
　
等

栗
山
順
子

大
島
泰
治

平
田
善
積

秦
　
紀
子

森
　
純
子

徳
永
良
子

岳
康
宏

田
中
雅
美

●
　
年
間
行
事

主
な
行
事
と
し
て
は
、
歴
代
藩
主

の
法
要
と
寺

社
参
詣
の
ほ
か
、
９
月
１４
日

（金
）
午
後
１
時
３０

分
か
ら
の
歴
史
勉
強
会
で
は
大
宰
府
天
満
宮
禰
宜

の
味
酒
安
則
氏
を
お
招
き
し
て
福
岡
市
博
物
館
で

一
黒
田
長
薄
公
と
明
治
維
新
」
と
題
し
て
講
演
を
行

う
予
定
で
す
．
ま
た
１０
月
の
史
跡
め
ぐ
り
で
は
大

宰
府
を
中
心
に
幕
末
激
動
の
時
代
を
振
り
返
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
．

２
．
卓
　
話

総
会
終
了
後
は
修
猷

館
同
窓
会
会
長

の
川
崎

隆
生
氏

（
西
日
本
新
聞

社
代
表

取
締

役
会
長

）

が

「
黒
田
家
と
藩
校
修

猷
館
」
と
題
し
て
講
話

を
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
氏
は
黒

田
藩

の

儒
学
に
触

れ
、
朱
子
学

の
竹

田
定
良
と
古
学
派

の
亀
井
南
冥
の
儒
学
の
双
璧
が
９
代
藩
主
斉
隆
公
の
命

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
甘
棠
館

（西
学
問
所
）
と
修
猷
館

（東
学
問
所
）
を
開
設

。
開
学
し
た
こ
と
を
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
修
猷
館
は
幕
末
ま
で
続
き
、
明
治

に
な

っ
て

一
時
途
絶
え
た
が
、
Ｈ
代
藩
主
で
あ

っ
た
黒

田
長
淳
公
や
金
子
堅
太
郎
ら
の
厚
志
に
よ
つ
て
再
建
さ

れ
、
教
育
の
自
主
自
立
と
人
格
の
高
揚
、
完
成
に
向
け

た
基
礎
的
な
学
習
は
今
も
な
お
続
い
て
い
る
旨
、
説
明

を
さ
れ
ま
し
た
。

如
水
公
４
１
５
回
御
忌
法
要

命
日
の
３
月
２０
日
小
雨
模
様
の
中
、
崇
福
寺
で
如
水

公
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黒
田
長
高
様
は
じ
め
会
員
６４
名
が
方
丈
で
の
岩
月
海

洞
老
師
の
読
経
の
中
、
焼
香
を
い
た
し
ま
し
た
。

焼
香
終
了
後
は
黒
田
家
墓
所
に
向
か
い
如
水
公
墓
前

で
再
び
焼
香
を
行
な

っ
て
参
詣
を
終
え
ま
し
た
。

法
要
の
模
様
は
西
日
本
新
聞
の
３
月
２‐
日
付
朝
刊
に

も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
要
に
先
だ

っ
て
３
月
１８
日

（日
）
に
会
員
４５

名
が
墓
所
の
草
刈
り
や
墓
石
花
活
け
の
清
掃
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

一

一蛯

隆

瑣

瞼
ン
餘

そ
の
後
、
タ
カ
ク
ラ
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
長
高

様
歓
迎
の
懇
親
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
な
が
ら
長
高
様
と
会
員
の
懇
談
、
会
員
同
士
の
交
流

と
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

忠
行
公
の
３
６
５
回
御
忌
法
要

命
日
の
２
月
１２
日
朝
か
ら
冷
え
込
む
中
、
Ｈ
時
か
ら

墓
所
の
あ
る
東
長
寺
で
第
３
６
５
回
御
忌
法
要
が
営
ま

れ
ま
し
た
。
長
高
様
の
臨
席
を
仰
ぎ
、
賛
助
会
員
３
名

を
含
む
会
員
５８
名
が
参
列
し
ま
し
た
ｃ
藤
田
紫
雲
老
師

の
読
経
の
中
、
長
高
様
、
山
崎
会
長
、
毛
屋
副
会
長
に

続
い
て
、
会
員
の
焼
香
が
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
は
会

員
太
田
和
孝
さ
ん
の

「光
之
公
の
小
石
原
藩
窯
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
３
代
藩
主
光
之
公
が
小
石
原
に
焼
物

窯
を
作

っ
た
こ
と
、
大
田
さ
ん
の
敷
地
内
に
あ
る
窯
跡

が
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
ま
た
大
田
さ
ん
自

身
が

「
日
本
桜
の
会
」
を
は
じ
め
桜
の
苗
木
を
贈
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
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加藤 芳子

天
保
９
年
３
月
２５
日
、
城
門
の
堀
端
で
出
生
．^
加
藤

家
十

一
代
目
家
督
を
１１
歳
で
二
千
人
百
石
の
中
老
職
の

当
主
に
列
さ
れ
る
。
次
男
は
、　
一
万
六
千
石

（三
奈
木
）

黒
田
家
で
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
で
あ
る
。

そ
の
後
司
書
２
歳
で
長
崎
警
護
の
任
に
就
き
、
幕
府
全

権
筒
井
正
憲

・
川
路
聖
護

・
藩
主
長
薄
で
ロ
シ
ア
艦
隊
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
中
将
の
通
商
交
渉
を
藩
兵
５
０
０
余
騎
の
指

揮
を
し
て
警
固
に
尽
力
、
更
に
長
崎
奉
行
水
野
忠
篤
、
大

沢
安
宅
と
協
議
し
な
が
ら
同
艦
隊
を
無
事
国
外
に
立
ち
去

ら
せ
、
異
国
と
の
紛
争
を
回
避
し
た
功
績
は
大
で
あ
る
。

次
に
、
長
州
征
伐
周
旋
の
た
め
に
活
躍
し
た
。
元
治

元
年
の
池
田
屋
事
件
、
禁
門
の
変
、
更
に
幕
府
は
前
尾
張

藩
藩
主
徳
川
慶
勝
を
総
督
と
し
て
３６
藩
を
召
集
し
て
長

州
討
伐
し
よ
う
と
し
、
戦
化
が
拡
大
し
た
こ
司
書
公
は
黒

田
藩
代
表
と
し
て
参
集
、
薩
摩
の
西
郷
隆
盛
と
共
に
恭
順

を
条
件
に
長
州
征
伐
の
解
兵
に
成
功
し
た
。
そ
の
喜
び
を

広
島
の
宿
に
於
い
て
作
っ
た
の
が
今
様
で
あ
る
こ

そ
の
後
長
州
に
い
た
五
卿
を
太
宰
府
延
寿
王
院
に
迎

え
た
。
三
条
実
美
、
四
条
隆
謡
、
〓
一条
西
季
知
、壬
生
基
修
、

東
久
世
通
薩
の
５
人
を
預
か
る
。
そ
の
後
の
尊
皇
運
動
の

源
地
と
な
る
。

司
書
は
外
国
船
襲
来
の
万

一
の
非
常
事
態
に
備
え
て

大
鳴
の
山
の
、
険
し
く
幽
谷
が
多
い
そ
の
地
に
築
城
し
、

要
塞
に
し
て
殿
様
を
万

一
の
時
に
備
え
た
。
こ
の
築
城
が

誤
解
さ
れ
、
藩
の
佐
幕
派
の
重
役
に
、
司
書
に
謀
反
あ
り

と
藩
主
に
言
上
さ
れ
、
乙
丑
の
獄
の
大
弾
圧
と
な
っ
て
司

書
は
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
司
書
は
１
８
６
５
年
１０
月
２５

日
に
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。
司
書
公
の
霊
は
加
藤
家
の
菩

提
寺
節
信
院
に
眠
る
。

長高様が「博多どんたく港祭り」に参加

５
月
３
日
、
４
日
に
、
福
岡
城
市
民

の
会
が
主
催
す
る
福
岡
城
演
舞
台

の
た

め
に
ご
夫
妻

で
来
県
さ
れ
ま
し
た
し
演

舞
台

で
は
稚
児
流
の
、
下
の
橋
御
門
に

移

っ
て
福
神
流
、
大
黒
流
、
恵
比
須
流

の
博
多
松
囃
子
の

「
言
い
立
て
」
（祝

い

の
口
上
）
を
受
け
ら
れ
、
返
礼
と
し
て

伝
統
の

「
一
東

一
本
」
（半
紙
１
東
と
白

一扇
１
本
）
を
渡
さ
れ
ま
し
た
．

博
多
松
囃
子
は
、
筑
前
国
続
風
土
記

や
博
多
津
要
録
、
石
城
志
、
筑
前
名
所

図
会
、
筑
前
歳
時
図
記
な
ど

の
歴
史
書

に
も
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
淵
源
は

１
１
７
９
年

（治
承
３
年
）
に
平
重
盛

の
恩
に
感
謝
す
る
こ
と
に
始
ま

っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

東旭秀会員が田原坂

前
回
は
福
岡
藩
家
老
の
立
花
平
左
衛
門

弾
正
が
薦
野
に
あ
る
先
祖

の
溶
源

（し
ゅ

ん
げ
ん
）
明
神

（丹
治
峯
延
）
の
９
２
５

回
忌
の
法
要
を
執
り
行

っ
た
こ
と
を
書
き

ま
し
た
．
そ
の
続
き
で
す

．^

立
花
氏
は

「
薦
野
家
譜
序
」

に
よ
る
と
、
「
宣
化

天
皇

よ
里
出
　
上
殖
葉
皇
子
十
市
王
　
多
治
比
古

王
ホ
至
里
　
其
名
を
以

て
姓
と
し

て
多
治
比
乃
姓

を
賜

ふ
」
と
あ
り
、
多
治
　
丹
治
　
丹
比
　
丹
塀

も
皆

一
族

で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ｔ

「
式
部
少
輔
峯
延
　
陽
成
帝

の
勅
ホ
應
し
て
筑
前

國
ホ

下
里
　
糟
屋
郡
薦
野

ノ
邑
ホ
住
し
」

て
薦
野

氏
を
称
す

る
よ
う

に
な
り
ま
す

）^
そ

の
後
大
友

に

仕
え

て
、
立
花
道

雪
、
宗
茂
、
高
橋
紹
運

に
属
し

ま
す
．

こ
の
頃
か
ら
立
花
氏
を
名
乗
り
、
そ

の
後

福
岡
藩

に
仕
え
ま
す
．）
幕
末
ま

で
財
務
本
〆

の
家

老
と
し
て
藩
財
政

の
た
め
に
東
奔
西
走
し

て

い
ま

す
。
　
一
方

の
宗
茂

は
関

ヶ
原

で
は
西
軍

に
属

し
、

４
月

３０
日
、
会
員

で
筑

前
琵
琶
奏
者

の
東
旭
秀
さ

ん
が
西
南
戦
争
最
大

の
激

戦
地
で
あ

っ
た
田
原
坂

で

明
治
維
新

の
志
士
た
ち

に

捧
げ
る
鎮
魂
歌
と
し
て
慰

霊
塔
に

「
秋
風
故
郷
の
山
」

を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
．
福

岡
か
ら
東
旭
秀
さ
ん
を
支

援
す
る
藤
香
会
会
員
を
含

む
２０
名
が
参
加

い
た
し
ま

し
た
。

慰
霊
塔
う
し
ろ
の
銘
板

に
は
西
南

の
役

で
亡
く
な

っ
た
人
び
と

の
名
前
が
官

軍

・
薩
軍
毎

に
出
身
県
別

に
１
４
，
０
０
０
名
刻
ま

れ
て
い
ま
す
．
明
治

１０
年

３
月
２０
日
に
田
原
坂
で
の
戦

い
は
多
く

の
戦
死
者

（
全

戦
死
者

の
４
分

の
１
の
３
．

６
６
０
名
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
）
を
出
し
て
終
わ
り
ま
し

た
。
福

岡
県
か
ら
も
多
く

の
人
が
両
軍

に
参
加

し
ま

し
た
．．
薩
軍
側
に
参
加
し
た

人
の
中
に
加
藤
堅
武
、
武
部

小
四
郎
の
名
前
が
あ
り
ま
し

た
こ
両
名
と
も
円
原
坂
の
戦

い
に
呼
応
し
て
田
原
坂
の
戦

い
終
結
後
の
３
月
２８
日
に
起

こ
っ
た

「福
岡
の
変
」
に
参

加
し
て
斬
首
さ
れ
ま
し
た
．

子
孫
の
方
が
会
員
と
し
て
お

ら
れ
ま
す

）^

徳

川
氏

に
よ

る
旧
領

（柳

河

）
復
活

ま

で
時
間

が
掛

り
ま

し
た

．
西
軍

に

属

し
た
大
名

の
旧
領
復
活

の
最
初

で

し
た
こ古

文
書
講
座

の
開
設

本
年
１０
月
か
ら
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後

６
時
よ
り

「博
多
町
家
ふ
る
さ
と
館
」
で

古
文
書
講
座
を
行
な
い
ま
す
．

申
し
込
み
は
９
月
３０
日
ま
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後譲  にお願いし、今までと違い司書公の業績のみを書いていただき

田原坂で奉納演奏する東旭秀会員
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